
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□成果と課題 

☆成果 

○違う学年同士で協力し合う姿勢が見られる 

〇挨拶がきちんと出来るようになり、積極的な姿勢が見られるようになった。 

○地域との距離が縮まり、地元の団体の方々などからは協力の声が出てきた。 

★課題 

●活動が放課後や休校時に限られていること。 

●大学生ボランティアの募集と、地域の協力者を増やしていくこと。 

●活動内容を充実させるため、学校との協力・調整を行なうこと。 

●体験プログラムの充実を図ってくこと。 

●新型コロナウイルスの感染拡大により活動を中止しているため、活動再開 

に向けて、体制を整える必要がある。 

《事業の目的》 

○ 学校の放課後、子どもたちが地域の中で安全で安心に過ごせる居場所をつくる。 

○ 子ども達が、地域の方々やボランティアの協力を得て、スポーツ、文化芸術などの体験や学習の機

会を得る。 

□ 特色 

上野原市立島田小学校の児童を対象に希望者を募って開催しています。 

地域や帝京科学大学の学生の方々、地域のサークルや書道の先生などを招き、                

子どもたちが豊かで楽しい体験活動を経験できるように企画・運営しています。 

□ 教室の実施場所 島田小学校校庭・体育館、桂川球場など 

□ 教室の開催日   年間２０回程度(令和３年度はコロナの影響のため活動休止）  

□ 参加対象者    上野原市立島田小学校の全児童 

                                                                     

 

□ 活動内容 

 

○帝京科学大学の学生、地元のグランドゴルフクラブ「桂生会」とのふれあい活動 

○手話サークル、空手家、書道家、和太鼓の会などのよる体験活動 

○ヴァンフォーレ甲府、ママさんバレーのクラブによるスポーツ教室 

○自然体験会、お寺での座禅体験会、エトセトラ。。。 

 

 

 


